
６．基地常駐機及び主な飛来機

（１）基地常駐機

●ロッキード・マーティン Ｃ－１３０Ｊ

『スーパーハーキュリーズ』

ターボプロップ 発の軍用中距離

輸送機。

昭和 年９月、沖縄県の基地から

移駐した第 戦術空輸部隊の主力

機であり、平成 年４月に、Ｃ－１

３０ＨからＣ－１３０Ｊに交代を完

了した。

横田基地で年間を通じて離発着が

多い機種であり、日常的に訓練が行

われている。

●ＣＶ－２２

『オスプレイ』

回転翼軸の角度を変更できるティ

ルトローター式の輸送機

平成 年４月に初めて横田基地に

飛来。同年６月に一時飛来後は継続

して駐機し、周辺を飛行した。同年

月に５機が正式配備された。

ヘリコプターのように飛行する垂

直離着陸モードや転換モードでの飛

行は特に騒音が大きく、多くの苦情

が寄せられている。

●ビーチクラフト Ｃ－１２Ｊ

『ヒューロン』

双発のターボプロップ機で、貨物

や乗客輸送のほか医療救援にも使用

される。
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●ベル ＵＨ－１Ｎ

『ヒューイ』

中型単発汎用タービンヘリコプター｡

基地周辺での訓練時には、低空で

市街地上空を旋回飛行するため、苦

情が寄せられる。

（２）米軍の主な飛来機

●ロッキード・マーティン Ｃ－５

『ギャラクシー』

ジェット４発の世界最大級の輸送

機。激しい騒音を発し離着陸飛行直

下では、 を越えるとともに

すさまじい威圧感がある。

●ボーイング Ｃ－１７

『グローブマスター』

ジェット４発の新型の軍用輸送機｡

搭載量はＣ－５並みで、機体寸法

はＣ－１４１程度、離着陸性能はＣ

－１３０以上という目標により開発｡

機体はＣ－１４１より太く、米陸

軍のＭ１戦車の搭載が可能である。

— 23 —



●ボーイング ＫＣ－１０

『エクステンダー』

ジェット３発の空中給油機、貨物

輸送機。ＤＣ－１０－３０ＣＦの軍

用型機。

●ボーイング ＫＣ－１３５

『ストラトタンカー』

ジェット４発の空中給油機､貨物輸

送機。民間型のＢ７０７型の軍用型｡

従来はすさまじい騒音であったが､

最近は低騒音型のエンジンになって

いる。

●ボーイング Ｆ－１５

『イーグル』

世界のあらゆる戦場に進出し､航

空戦を展開し、制空権を確保するこ

とを追及した戦闘機。航空自衛隊で

も採用されている。

騒音は極めて大きい。
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●ロッキード・マーティン Ｆ－１６ 

『ファイティングファルコン』

最新技術と大胆な設計で、素晴ら

しい空中機動力と大きな攻撃力を、

軽量小型の機体にまとめた戦闘機で

ある｡

パス時、離陸時の騒音は極めて大

きい。

●ボーイング Ｆ Ａ－１８

『ホーネット』

米海軍､海兵隊の万能の艦上戦闘､

攻撃機。２枚の垂直尾翼が外側に

度傾いて取り付けられているのが外

観上の特徴である。

パス時、離陸時の騒音は極めて大

きい。

●シコルスキーＳＨ－６０

『シーホーク』

米陸軍、米海軍の他用途ヘリコプ

ター。米陸軍向けはＵＨ－６０ブラ

ックホーク。自衛隊でも採用されて

いる。
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●ＭＶ－２２

『オスプレイ』

米海兵隊に配備されているティル

トローター式の輸送機

国内では沖縄県普天間飛行場に配

備されており、本州等における訓練

時などに給油等の経由地として横田

基地に飛来することがある。

（３）航空自衛隊の主な飛来機

●ガルフストリーム Ｕ－４

ビジネスジェット機として各国で

広く使用されている。航空自衛隊で

は主に要人輸送に使用されている。

●ブリティッシュ・エアロスペース Ｕ－１２５

ビジネスジェット機ＢＡＥ１２５

を転用した機体である。電波により

航空機の航行を支援する「航空保安

無線施設」の動作確認を行うための

自動飛行点検装置を搭載している。
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●川崎 Ｔ－４

中等練習機としてのほか、連絡・

支援任務にも使用され、ブルーイン

パルスの機体としても有名である。

ビジネスジェット機をベースとし

た先の２機種に比べ、騒音は大きい｡

●ボーイング 川崎 ＣＨ－４７Ｊ

『チヌーク』

ボーイング社の開発した大型輸送

ヘリコプターを日本仕様にしてライ

センス生産された機体。人員 名、

あるいは約 トンの物資輸送が可能

であり、航空自衛隊では基地間の人

員や機材の輸送に使用されている。
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